
 

               

 

 

 

２０１９年度和歌山市人権講座の開催について 

 

 
 様々な人権問題の解決をめざし、市民としての正しい認識を育て、実践への意欲を高

めることを目的として、次のとおり、人権講座を開催します。 

 

 

１ 主 催  和歌山市・和歌山市教育委員会・和歌山市人権委員会 

 

２ 日 時  令和元年１０月１６日（水）１４：００～１５：３０ 

 

３ 場 所  和歌山市民会館 小ホール 

       住所 和歌山市伝法橋南ノ丁７番地 

       電話 073－432－1212 

 

４ 内容   講演 

       テーマ ｢被災するということ｣ 

～ある日突然すべてを奪われた経験より～ 

       講 師 佐藤
さとう

 一男
かずお

 氏（防災士） 

                     

 

 

 

       ※詳細は別添のとおりです。 

 

 

担 当 課 人権同和施策課 

担 当 者      末吉 

電    話 （073）435 －1058 

内  線     2257 

資 料 提 供 

令和元年１０月７日 



 
 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 ／ 市民部  人権同和施策課  TEL ０７３‐４３５‐１０５８ 

教育委員会  生涯学習課  TEL ０７３‐４３５‐１１３８ 

主催／和歌山市 和歌山市教育委員会 和歌山市人権委員会 

講師プロフィール 
1965年 岩手県陸前高田市に生まれる。 

2011年 東日本大震災で被災。 

     米崎小学校体育館避難所の運営役員となる。 

     米崎小学校仮設住宅に入居、自治会長となる。 

     桜ライン 311を任意団体として立ち上げ、副代表となる。 

（※ 桜ライン 311は平成 24年 5月に非営利活動法人（NPO） 

となり、平成 26年 5月に認定非営利活動法人となる。） 

2013年 陸前高田市仮設住宅連絡会を立ち上げ、副会長となる。 

2014年 防災士の免許を取得、防災士としての活動を始める。 

役職：NPO 高田松原を守る会 理事 

   陸前高田市消防団本部 副本部長 

著書：『東日本大震災、体育館避難所で起きたこと』（SYNODOS） 

   『東日本大震災、仮設住宅に移るまでに起きた事』（SYNODOS） 

   『すれ違いを起こさないために 

～東日本大震災から学ぶ支援の届け方～』（SYNODOS） 

日 時 ： ２０１９年１０ 月１６ 日（水） 

14：00～15：30

会 場 ： 和歌山市民会館 小ホール 

テーマ ：「 被災
ひ さ い

するということ 」 

～ある日突然すべてを奪われた経験より～ 

講 師 ： 佐藤
さ と う

 一男
か ず お

 氏 （防災士） 

   定員６００人 
（先着順） 

入場無料 要約筆記 
手話通訳あり 


